
  

 

【基礎的な問題】(難易度：易) 

 

 19世紀に締結された三つの条約(1)～（３）に関する文章を読み、後の問いに答えなさい。 

 

                             

                            A 

 

（１） 

1814 年から 1815 年にかけてウィーン会議が開催された。会議はナポレオンの支配打倒に貢

献した列強が指導権を握り、aウィーン議定書が締結された。この条約で形成された 19世紀前

半の国際秩序は bウィーン体制と呼ばれ、c列強体制により維持された。 

                             

 

                           B 

（２） 

1856年、dクリミア戦争の講和会議が開催され、パリ条約が締結された。この条約の主な内容

は、オスマン帝国の領土保全と e ロシアの南下政策の阻止であった。f1848 年革命で形骸化

していたウィーン体制による国際秩序は、列強の対立により崩壊した。 

                          

 

                           C                         

 

（３） 

1878 年、g ビスマルクが主催したベルリン会議が開催され、h サン=ステファノ条約を修正し

たベルリン条約が締結された。この条約の主な内容は i バルカン半島における領土問題の調停

であった。列強間の対立は一時的に緩和され、ヨーロッパの勢力均衡が維持された。 

                         

 

                           D 

 

 

 

問１ Ａ～Ｄの時期に該当する事項を下の①～④より一つずつ選び、番号で答えなさい。 

① アメリカ合衆国がフランスからルイジアナを購入した。 

② 南北アメリカ大陸とヨーロッパの相互不干渉をとなえたモンロー教書が発せられた。 

③ ヴィルヘルム 1世が皇帝に即位してドイツ帝国が成立した。 

④ グレートブリテン=アイルランド連合王国が成立した。  

 

問２ 下線部 a～iについて各設問に答えなさい。 

 

設問１ 下線部 aに関して、ウィーン議定書について述べた次の文Ｘ・Ｙの正誤の組み合わ

せとして正しいものを、下の①～④のうちから一つ選びなさい。 

Ｘ フランスでブルボン朝が復活した。 

Ｙ プロイセンを中心に北ドイツ連邦が成立した。 

 

 

 

 

 

① Ｘ 正    Ｙ 正    ② Ｘ 正   Ｙ 誤 

③ Ｘ 誤    Ｙ 正    ④ Ｘ 誤     Ｙ 誤 



設問２ 下線部 b について述べた文として誤っているものを、次の①～④のうちから一つ

選びなさい。 

① 自由主義運動やナショナリズムの運動を奨励・促進した。 

② 正統主義と勢力均衡主義の考えに基づいていた。 

③ オーストリアのメッテルニヒの主導で推進された。 

④ ギリシアの独立はウィーン体制に動揺を与えた。 

 

設問３ 下線部 cに関連して、列強の動向について述べた次の文Ｘ・Ｙの正誤の組み合わせ

として正しいものを、下の①～④のうちから一つ選びなさい。 

   Ｘ 列強はオスマン帝国の弱体化を利用して勢力を拡大した。 

Ｙ 軍事的・政治的同盟として、四国同盟が成立した。 

 

 

 

 

設問４ 下線部ｄに関連して、クリミア戦争後のヨーロッパの動向について述べた文とし

て正しいものを、次の①～④より、一つ選びなさい。 

① イギリスで第１回選挙法改正が行われた。 

② ロシアで農奴解放令が発布された。 

③ フランクフルト国民議会で大ドイツ主義と小ドイツ主義が対立した。 

④ フランスで七月王政が成立した。 

 

設問５ 下線部 eについて、ロシアの南下政策の対象地域に該当しないものを、次の①～④

より一つ選びなさい。 

① 黒海・バルカン半島              ② 中央アジア 

③ 東アジア                   ④ 東南アジア 

 

設問６ 下線部 fに該当しないものを、次の①～④のうちから一つ選びなさい。 

① パリで二月革命が起こり、第二共和政が樹立された。 

② ウィーンで三月革命が起こり、メッテルニヒが失脚した。 

③ ガリバルディが両シチリア王国を占領した。 

④ ハンガリーでコシュートが独立運動を展開した。 

 

設問７ 下線部ｇについて述べた次の文Ｘ・Ｙの正誤の組み合わせとして正しいものを、下

の①～④のうちから一つ選びなさい。 

Ｘ ドイツ統一のために、鉄血政策を採用した。 

Ｙ フランスを孤立させるために、ロシアなどと同盟を結んだ。 

 

 

 

 

設問８ 下線部ｈについて述べた次の文Ｘ・Ｙの正誤の組み合わせとして正しいものを、下

の①～④のうちから一つ選びなさい。                                                

Ｘ オスマン帝国は戦勝国として講和した。 

Ｙ ブルガリアが独立した。 

 

 

 

① Ｘ 正    Ｙ 正    ② Ｘ 正   Ｙ 誤 

③ Ｘ 誤    Ｙ 正    ④ Ｘ 誤     Ｙ 誤 

① Ｘ 正    Ｙ 正    ② Ｘ 正   Ｙ 誤 

③ Ｘ 誤    Ｙ 正    ④ Ｘ 誤     Ｙ 誤 

① Ｘ 正    Ｙ 正    ② Ｘ 正   Ｙ 誤 

③ Ｘ 誤    Ｙ 正    ④ Ｘ 誤     Ｙ 誤 



 

・問 1 各１点  計４点   問２ 各２点  計１６点  合計２０点満点 

 

問 1 A B C D 

① ② ③ ④  

問 2 設問１ 設問２ 設問３ 設問４ 設問５ 設問６ 設問７ 設問８ 

② ① ① ② ④ ③ ① ④  


